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（1）特長 

①建築物の環境性能について知見のあるＳＯＭＰＯリスケアの専門コンサルタントが支援

します。 

②ＳＯＭＰＯリスケアには、建築物の環境性能に加えて、企業の環境経営・ESG（環境・

社会・企業統治）評価など、多様な知見を持つ専門コンサルタントが在籍しており、

総合的な見地からのコンサルティングが可能です。 

（2）費用・期間（ *6）  

【 1】費用 

1 件あたり 50 万円（税抜）～ 

【2】期間 

3～4 か月 

*6 規模や支援内容などにより異なります。 

3.  受注目標 

2018 年度中に、10 件、500 万円の受注を目指します。 

4.  今後の展開 

ＳＯＭＰＯリスケアは、本コンサルティングを通じて不動産所有者のグリーンビルディングの

取組みを支援し、グリーンビルディングの普及と建築物の環境性能向上に貢献してまいります。 

ＳＯＭＰＯリスケアマネジメントについて 

Ｓ Ｏ Ｍ Ｐ Ｏ リ ス ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 株 式 会 社 は 、 損 害 保 険 ジ ャ パ ン 日 本 興 亜 株 式 会 社 を 中 核 と す る

Ｓ Ｏ Ｍ Ｐ Ｏ ホールディングスのグループ会社です。「リスクマネジメント事業」「ヘルスケア事業」「サイバー

セキュリティ事業」を展開し、全社的リスクマネジメント（ERM）、事業継続（BCM・BCP）、健康経営推進支援、

特定保健指導・健康相談、メンタルヘルス対策、サイバー攻撃対策などのソリューション・サービスを提供

しています。 

サービス内容に関するお問い合わせ先 

ＳＯＭＰＯリスケアマネジメント株式会社 リスクマネジメント事業本部 

コーポレート・リスクコンサルティング部 環境エネルギーグループ［担当：宮木、橋本］ 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 1-24-1 エステック情報ビル 

TEL：03-3349-5973（直通） 

報道機関の方からのお問い合わせ先 

ＳＯＭＰＯリスケアマネジメント株式会社 

経営企画部［担当：田所］ 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 1-24-1 エステック情報ビル 

TEL：03-3349-5468（直通） 
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＜別紙＞CASBEE-不動産の評価項目（オフィスの場合） 

分 類 評価項目名 点数 

エネルギー／ 

温室効果ガス 

・省エネ基準への適合・目標設定とモニタリング・ 

運用管理体制 

・エネルギー使用・排出原単位（計算値） 

・エネルギー使用・排出原単位（実績値） 

・自然エネルギー 

35 

水 

・目標設定とモニタリング 

・水使用量（計算値） 

・水使用量（実績値） 

10 

資源利用／ 

安全 

・防災・安全 

・高耐震・免震等 

・再生材利用率・廃棄物処理負荷抑制 

・躯体材料の耐用年数 

・主要設備機能の更新必要間隔／設備の自給率向上／

維持管理 

20 

生物多様性／ 

敷地 

・特定外来生物・未判定外来生物・生態系被害防止 

 外来種を使用しない 

・生物多様性の向上 

・土壌環境品質／ブラウンフィールド再生 

・公共交通機関の接近性 

・自然災害リスク対策 

20 

屋内環境 

・建築物衛生管理基準 

・昼光利用 

・自然換気機能 

・眺望・視環境 

15 

 


